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規
模
で
、
低
層
部
は
、
商
業
施
設
・
国

際
会
議
施
設
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ど
で

構
成
さ
れ
、
高
層
部
は
オ
フ
ィ
ス
と
な

っ
て
い
る
。
低
層
部
北
東
面
奥
行
二
ス

パ
ン
の
保
存
部
分
と
Ｌ
型
新
築
部
分
の

狭
間
に
生
ま
れ
た
直
角
二
等
辺
三
角
形

の
ア
ト
リ
ウ
ム
に
は
、
ス
カ
イ
ラ
イ
ト

か
ら
心
地
よ
い
光
が
降
り
注
ぎ
、
回
廊

を
介
し
て
商
業
施
設
の
賑
わ
い
が
滲
み

出
て
い
る
。
高
層
オ
フ
ィ
ス
は
保
存
部

か
ら
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
し
た
ガ
ラ
ス
の
タ

ワ
ー
と
し
、
表
情
の
綾
で
適
度
な
主
張

を
し
な
が
ら
、
新
旧
の
対
比
に
よ
る
新

た
な
都
市
景
観
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　

保
存
部
は
創
建
時
の
空
間
を
残
す
た

め
免
震
構
造
と
し
、
大
規
模
ア
ン
ダ
ー

ピ
ニ
ン
グ
工
事※

に
よ
り
、
そ
の
下
に
新

た
な
地
下
躯
体
を
構
築
し
て
い
る
。
ま

た
、
免
震
構
造
に
必
要
な
敷
地
境
界
か

ら
の
離
隔
距
離
を
難
易
度
の
高
い
回
転

曳
家
に
よ
り
確
保
し
、
武
骨
に
な
り
が

ち
な
エ
キ
ス
パ
ン
シ
ョ
ン
は
、
保
存
部

分
の
外
観
に
配
慮
し
吟
味
さ
れ
た
デ
ィ

テ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。
外
装
タ
イ
ル

は
、
経
年
に
よ
る
損
傷
が
著
し
い
た
め
、

郵
便
局
の
出
入
口
周
り
な
ど
一
部
に
状

態
の
よ
い
も
の
を
再
利
用
し
、
大
部
分

は
古
い
タ
イ
ル
と
調
和
す
る
も
の
を
新

　
Ｊ
Ｐ
タ
ワ
ー
は
、
旧
東
京
中
央
郵
便

局
舎
の
東
京
駅
前
広
場
に
面
す
る
部
分

を
保
存
・
整
備
し
た
低
層
棟
と
高
さ

二
〇
〇
㍍
の
高
層
棟
か
ら
な
る
大
規
模

複
合
施
設
で
、
日
本
郵
便
の
民
営
・
分

社
化
後
初
の
不
動
産
開
発
事
業
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
所
有
不
動
産
の
有
効
活

用
の
観
点
か
ら
、
都
市
再
生
特
別
措
置

法
を
活
用
し
事
業
性
を
高
め
て
い
る
。

ま
た
、
各
方
面
か
ら
の
保
存
要
望
の
高

ま
り
に
応
え
、
保
存
範
囲
を
拡
大
し
、

駅
前
広
場
を
囲
む
歴
史
的
景
観
を
継
承

す
る
と
共
に
、
新
た
に
生
ま
れ
た
ア
ト

リ
ウ
ム
内
部
か
ら
保
存
躯
体
の
断
面
を

見
せ
る
な
ど
、
新
し
い
保
存
・
活
用
の

あ
り
方
の
ひ
と
つ
を
示
し
て
い
る
。

　

建
物
は
、
地
下
四
階
・
地
上
三
八

階
・
延
べ
二
一
二
、〇
〇
〇
平
方
㍍
の

選
評
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＞＞ ＪＰタワー

Ｊ
Ｐ
タ
ワ
ー

2015年 第56回
BCS賞受賞作品紹介

東京駅前側の外観。外壁150mを保存し歴史的な景観を継承した。

上／保存部と新築部の間の多目的広場。歴史と賑
わいを同時に感じる空間である。
下／1階保存部に設けられた郵便局。創建当時を忠
実に復原した。

BCS賞は、建築の事業企画・計画・設計、施工、環境とともに、供用開始後1年以上にわたる
建築物の運用・維持管理等を含めた総合評価に基づいて選考し、建築主・設計者・施工者の三
者を表彰する建築賞です。
この賞は、1960年にはじまり2015年で56回を数えます。

※�アンダーピニングとは既存（保存建物）の荷重を支持するための補強工事のこと
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変ユニークな「都市施設」を完成させるこ
とが出来ました。ご来館のお客様が老若男
女問わず、アトリウムを見上げ、「ほぉー」
といった感嘆の声を上げる様子を見るにつ
け、建設中の東日本大震災等決して平坦で
はなかった中、各方面のご指導、あるいは
設計、施工の皆様のたゆまぬ努力に感謝し
つつ、東京駅前の賑わいの創出という課題
にはお応えできたのではないかと思ってい
ます。

　JPタワーは、日本郵政グループが民営化
を機に新たに取り組む不動産開発のファー
ストプロジェクトです。最先端の環境性能
や対災害性能（BCP）を備えたオフィスビ
ル機能と1931年創建の旧東京中央郵便局
の部分保存・再生事業を中心に様々な都市
機能（都市の情報広場＜アトリウム＞、商
業施設KITTE、ミュージアム、国際カンフ
ァレンスセンター、内外ツーリスト向けの
観光情報センターなど）を組み合わせ、大

東京駅前の新たな賑わいの創出建築主
より

技術的にも大変難しい工事でした。
　また保存棟範囲拡大と東日本大震災の影
響により、3カ月の工期短縮要請がありま
したが、建築主・設計者・施工者が三位一
体となり、各種工業化工法採用と24時間
稼働により達成しました。
　「地図に残る仕事」であると共に「歴史に
残る仕事」が無事完成できたと思います。

　今回の工事は旧東京中央郵便局の保存範
囲拡大に伴い、国内史上初となる「8,400t
の超重量建物の回転曳家工事」が発生する
と共に、この保存建物を仮受けして下部の
躯体を構築する「大規模アンダーピニング
工事」や、築80年の「保存躯体アルカリ再
生工事」、創建時の姿を現在に甦らせる「外
装タイルの復原工事と一部保存工事」など

難工事と短工期の克服

日本郵便株式会社
不動産部長

野村 洋
Hiroshi Nomura

施工者
より

＞＞ ＪＰタワー

便局舎の歴史的価値を体験できる新たなダ
イヤグラムを考案し、そこに社会に開かれ
た施設を配することで、以前より公共性の
高い魅力的な拠点へと進化させました。
　新しく出来あがったアトリウムに足を踏
み入れると、吉田鐵郎氏の設計による構造
躯体に囲まれた店舗の窓を通して東京駅が
見える。この空間が本プロジェクトの意図
した、継承と進化のコンセプトを現わして
います。

　本プロジェクトは、時代の要請である大
都市東京の中心業務地区の都市機能の強化
と、歴史的建造物の価値の継承を両立させ
る、新たなプログラムを実現させました。
具体的には、建造物の価値の高い部分の保
存修復・復原的整備を行いながら、機能更
新が求められた部分を新規に高層タワーに
建て替え、歴史的価値を体験できる魅力的
なアトリウム空間により新旧建物をつなぐ。
その上で、東京駅前広場の歴史的景観や郵

時代の要請に応えた
近代主義建築の継承と進化の設計

設計者
より

株式会社三菱地所設計
専務執行役員
（当時：TCプロジェクト
（東京中央郵便局建替
計画）設計室長）

佐藤和清
Kazukiyo Sato

た
に
製
作
し
た
。

　

環
境
に
つ
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
配
慮

が
な
さ
れ
て
い
る
。
高
層
オ
フ
ィ
ス
は
、

眺
望
・
採
光
の
た
め
フ
ル
ハ
イ
ト
サ
ッ

シ
と
し
な
が
ら
、
日
射
遮
蔽
庇
・
高
性

能
Ｌ
ｏ
ｗ-

Ｅ
ガ
ラ
ス
・
エ
ア
フ
ロ
ー

ウ
ィ
ン
ド
ウ
・
自
然
換
気
・
太
陽
光
追

尾
方
式
電
動
ブ
ラ
イ
ン
ド
を
複
合
し
た

外
装
と
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
、
太
陽
光
発

電
パ
ネ
ル
の
採
用
な
ど
に
よ
り
、
消
費

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
四
四
％
削
減
し
、
Ｃ
Ａ

Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
第
三
者
認
証
Ｓ
ラ
ン
ク
を
取

得
し
て
い
る
。
低
層
部
の
ア
ト
リ
ウ
ム

で
は
、
シ
ー
ス
ル
ー
型
太
陽
光
発
電
パ

ネ
ル
組
込
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
・
ト
ッ
プ
ラ

イ
ト
側
面
か
ら
の
自
然
排
気
・
地
下
水

利
用
の
床
輻
射
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
、
自
然
界
の
三
要
素
「
光
」「
風
」

「
水
」
の
活
用
を
図
っ
て
い
る
。

　

大
規
模
再
開
発
は
、
事
業
性
と
社
会

性
の
両
立
、
商
売
と
文
化
の
バ
ラ
ン
ス

が
課
題
と
な
る
。
Ｊ
Ｐ
タ
ワ
ー
は
、
こ

の
課
題
に
対
し
て
、
建
築
主
・
設
計

者
・
施
工
者
の
相
互
理
解
・
相
互
信
頼

に
基
づ
く
高
度
な
連
携
に
よ
り
、
ひ
と

つ
の
解
を
示
し
て
い
る
。

 ［
選
考
委
員
］

佐
々
木
睦
朗
・
宮
崎 

浩
・
小
林
照
雄

右／高層部の窓内観。日射遮蔽
庇、高性能 Low-E ガラス・エ
アフローウィンドウ・自然換気・
太陽光追尾方式電動ブラインド
を複合した外装である。
左／駅を眺める公開された屋上
庭園。

全景夜景。

計画概要 建築主：日本郵便㈱
　　　　東日本旅客鉄道㈱
　　　　三菱地所㈱

設計者：㈱三菱地所設計 施工者：�大成建設㈱ 所在地：東京都千代田区丸の内2-7-2
竣工日：2013年3月31日

敷地面積：   11,633.87㎡ 
建築面積：     8,491.11㎡
延床面積： 212,043.05㎡ 

階　　数：地下4階　地上38階　塔屋3階 
構　　造：�地上:鉄骨造　地下:鉄骨鉄筋コンクリート造

大成建設株式会社
東京支店 建築第五部長
（当時統括所長）

玉村光平
Kohei Tamamura


